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１．緒言
１９８０年代にペットブームがはじまり３０年余りが経過している。２０１０年一般
社団法人ペットフード協会の調べによると1)、日本における犬の飼育率は
１７．８％、飼育頭数は１１８６万頭で、２００８年の１３１０万頭をピークに年々減少傾向、
または横ばい状態で推移している。また、今後犬の飼育をしたいと希望する
飼育意向率は３４．２％と高い数値を示している。
現代社会における犬の存在は、家族同然であり人生のパートナーとしての
地位を築いてきている。飼主が出かけるときには愛犬はとても悲しみ、飼主
が帰ってくれば愛犬は体全体を使って喜び、飼主が苦しみ悲しみのとき愛犬
は黙って傍にいてくれるコンパニオン・アニマル（伴侶動物）として人間社
会に深くかかわってきている。
犬は友好的な動物であると同時に、犬への接触が安心感や安堵感をもたら
し、交感神経の興奮を低下させるという報告がある2、3、4、5、6)。コンパニオン・
アニマルが飼主に与える心理的、身体的な影響は大きい。
また、ペットと共に生活する者たちにとって、散歩が日常化している。こ
れは、飼い主がペットにストレスを蓄積しないようになど、その健康に配慮
した行為である。これに伴い、飼い主本人にとってもペットとともに歩く行
動が、日常の身体活動量の確保に貢献していると考えられる。飼育者と非飼
育者とを比較した場合に、犬と散歩する機会が増えたため身体活動量が増加
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したとの報告もみられる7)。
身体活動量と疾病予防には相関関係があることが、過去の研究で明らかに
されている8、9、10、11、12、13、14、15、16、17)。このため、ペット愛好家がペットとともに過
ごすことは、飼い主の健康づくりに貢献している可能性が示唆される。
また、食事面においてペットとの生活は、ペットに食事を与える行動が必
要である。この行為によりペットにとっての食事内容を意識することが、飼
い主自らの食生活になんらかの影響をおよぼす可能性が考えられる。
近年のペットブームに乗じて様々なペット関連雑誌が発行されてきた。そ
の雑誌の柱ともいえるイベント（各都道府県を回って愛犬愛猫の無料撮影会
を行い、さらに無料で雑誌に掲載するという企画）「お散歩ウォッチング」
に注目し、年間４０回を超えるイベント数で、参加者がコンスタントに２００組
を超えるヒトとペットが集う企画を活用し、調査した。
本研究の目的は、ペットと飼い主の健康について調べ、その現状を明らか
にしていくことである。
２．研究方法
本研究は、ペット関連雑誌社の主催する（２０１１年６月）「お散歩ウォッチ
ング」に参加された方を対象に質問紙によるアンケート調査を実施した。対
象者の選択は主観的要因を取り除くため無作為に調査を実施した。
３．研究結果および考察
アンケート配布数は５０人、回収数は４８人（回収率９６％）であった。
食事面から考える愛犬の健康管理に関する質問の回答結果は、以下のとお
りである。
「愛犬の健康管理について注意していること」（図１）は、回答者の１６．０
％が「食事の量」と回答しており、これは回答者（４８人）の８３．３％と高い割
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図１ 犬の健康管理で注意していること
合であった。「シャンプーする」（１０．８％）「食材に注意する」（９．６％）「運動
する」（９．６％）と続くが、食に対する事項が２つ入っており、最も気にして
いることとして、愛犬の食事についての関心が強いことを示している。犬の
肥満は、糖尿病、心疾患、筋骨格異常、皮膚病、免疫力低下、運動や耐熱性
の減少、生殖能力の低下、外科・麻酔リスクの低下、および寿命の短縮につ
ながり18、19)、ヒトと同等の影響があることがみてとれる。しかし、犬の健康
管理上の知識として、食事はどうあるべきかが、飼い主に浸透しているかは
今後の調査による。
また、食に気をつけることが愛犬の体型（図２）に対して６２．５％が標準体
型であるという評価につながり、さらに愛犬の病気について（図３）は、７０．８
％が病気は無いと回答している。
意識レベルの高い集団のため、愛犬に対する健康管理は十分に行われてい
ると考えられる。
しかし、愛犬の病気について「ある」と答えた集団を更に詳しく調査（図
４）すると、「泌尿器疾患」が１９．２％であった。また、食物アレルギーの症
状とも考えられる「皮膚疾患」、「目の疾患」、「アレルギー」が全体の３４．６％
を占めている。これらは、犬種や遺伝的な要因によるが、食事によって症状
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図２ 犬の体型
図３ 犬罹患率
図４ 犬の疾患の種類
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の軽減・予防・改善が可能な疾患でもある。
今回、「食」についての意識は高く、注意はよくされているが、食事の選
び方や食べ方については、まだ情報が不足しているように思われた。例えば、
泌尿器疾患であれば、現在食べている食事（ペットフード）の pH値がどの
くらいなのか、飲んでいる水も同じく、アルカリ飲料のものではないかなど
調査が必要であり、食物アレルギーに対しては、蛋白質・炭水化物によく反
応するが、愛犬が何に反応しているのか飼主が理解し実践していくように情
報を提供していくことが必要となり今後の調査課題としたい。
生活習慣病は、身体活動量の不足により罹患率が増加することが分かって
いる。本研究において、ペットとの暮らしが、付帯効果として飼い主の身体
活動量を増やすことになれば、ペットを飼うメリットが増すことになる。
「お散歩は１日何回されますか」の問いは（図５）、１回と２回が多く、
それぞれ４４％と３３％であった。また、「お散歩は１回あたり何分されますか」
（図６）は、３０分が最も多く、３９％を占めた。次が６０分の２１％であった。こ
の二つの質問への回答から、小型犬の飼い主は、概ね毎日、１日に１、２回
図５ お散歩は１日何回されますか
図６ お散歩は１回あたり何分されますか
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図７ お散歩は普段歩くスピードに比べてどうですか
の散歩を継続していることがわかる。この週当たりの運動頻度、および１日
当たりのセット数は、一般的なトレーニングやウォーキングのそれと比較し
て、高頻度であると考えられる。健康体力づくり事業財団は、２００６年にそれ
までの健康づくりのための運動所要量を改訂した。この概要は、身体活動量
と運動量の基準値を設定したものである。具体的には、身体活動を主体とし
て健康づくりをする人であれば、毎日８，０００～１０，０００歩の歩行が目安であり
（強度が３メッツ以上の活動で１日当たり約６０分。歩行中心の活動であれば
１日当たり、およそ８，０００～１０，０００歩に相当）、運動を主体とする人では、
ジョギングやテニスを毎週約３５分間、速歩では１時間の実施が目安となった。
また、興味深い結果として、「お散歩は普段歩くスピードと比べてどうで
すか」（図７）が、早いと同じと答えた者が同数の３８％ずつであった。ペッ
ト種が小型犬であると、飼い主は普段通りかそれよりも速いペースで歩いて
いることがわかった。ウォーキングスピードを測定していないので、推測の
域になるが、健康にとってほどよいといわれるマイルドなウォーキング強度
になっていると考えられる。
「健康状態で気になることはありますか」の問い（図８）には、メタボ
リックと答えた３１％の者を筆頭に睡眠不足、高血圧、糖尿病の順であった。
これは、時代背景にそった結果であった。メタボリック症候群の定義につい
ての理解は、一般の者に正確に把握されているかは、疑問が残る。メタボ
リックシンドロームは、内臓脂肪型肥満を共通の要因とした高血糖、脂質異
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図８ 健康状態で気になることはありますか
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図９ お散歩の時間帯はいつですか
常、高血圧を呈する病態であり、それらが重複した場合は、虚血性心疾患、
脳血管疾患等の発症リスクが大きくなることから、運動習慣の徹底や食生活
の改善など生活習慣の改善により内臓脂肪を減少させることでそれらの発症
リスクの低減を図るという考え方を基本としている20)。
「お散歩の時間帯はいつですか？」については、朝（３８％）、昼（１０％）、
夕方（４５％）、夜（７％）であった（図９）。この結果は、朝と夕方が多かっ
たのは、勤めの時間以外であったり、昼の日差しを避けたりといったことが
要因であると予想される。
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図１１ 家族構成
ペットに対する質問項目である、「飼育環境について」において室内飼い
が８８％とひと際多かった（図１０）。これは、ペットが小型犬であることが主
な要因と考えられる。また、小型犬にとっては室内であっても大型犬に比べ、
広く感じているとも思われる。
基礎情報としての、「家族構成」は２人と３人が、各３５％と２７％と多いの
は、時代を反映した結果といえるが、５人以上が２１％と２人および３人世帯
と同等の割合であったことは、ペットをもつ飼い主の特徴となった（図１１）。
「お散歩される方の性別」は、女性が６６％と男性よりも多かった（図１２）。
また、「お散歩される方の年代」は、５０歳代が最も多く、２７％であり、その
他の年齢階級は同等の割合であった（図１３）。
「ペットと暮らして何年になりますか」の問いには、１年から数１０年とま
んべんなく均等にわかれた。
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ヒトと犬との間柄は、様々な健康づくり効果が期待されているところであ
る。オーストラリアはメルボルンにあるベーカー医学研究所を訪れた５，７４１
人において、心血管疾患の標準的なリスクファクターを検討し、ペットの飼
育者は非飼育者に比べて 収縮期血圧値と血漿トリグリセライド値が低いこ
とが報告されている21)。単にペットととともに生活するだけで飼育者も健康
になるとは言い切れないが、ペットとともに生活することが家族同様の意識
が備わってきた時代において、今後も、発展的にペットと飼い主の健康づく
り効果について探求していきたい。
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